
定年後の働 . 定年後の働

者方や生活について考 き方に対する多様な
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加齢に伴う . aコンビュー

肉体的な変化を考慮し タ化への対応など、高

た業務や役嘗jの与え方 齢者が能力を発揮でき

を検討する るようにする
4・5

高齢者雇用を推進していくためには、高齢者に

対する会社の期待（どのような役劃で貢献してもら

いたいか）や、高齢者の人材戦略上の位置づけ（高

齢者の労働力をどう期待しているか）など高

齢者雇用についての自社の考え方（スタンス、

方針）を明確に整理し、それを、全従業員に

高齢者雇用に

司Jての自社の考え方

（スタンス、方針）を整理し、

全従業員に明示する

明示することが前提になります。

高齢者雇用についての自社の考え方（スタ

ンス、方針）を整理し、全従業員に対して明示

するととは、次のような効果があります。

齢者のモチペーションの その両者のベクトルが一致すると

Eコ 源泉には、「職場における とで、高齢者は職場において必要な
自分の存在意義を感じる 人材として存在意義を感じながら仕

とと」ができるかどうかが大きなウ工 事をするととができる環境が整いま

イトを占めます。高齢者が職場にお す。そうした環境を作るためには、

いて自分の存在意義を感じられるた 企業が、高齢者雇用についての自社

めには、職場が高齢者に対する期待 の考え方（スタンス、方針）を整理し、

（高齢者に何をして欲しいか）と、高 全社員に明示していき、高齢者だけ

齢者自身の役割認識（何をすれば職 でなく全従業員が高齢者雇用ιつい
場に貢献したことになるか）が一致 ての考え方や価値観を共有できるょ

するととが条件です。 うにするととが必要です。
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本資料は産業別高齢者雇用推進事業産業別ガイドラインの抜粋資料です。
出所：少子高齢化時代の人材戦略！衛生検査所業 高齢者雇用推進ガイドブック
(平成22年1月　社団法人日本衛星生検査所協会、衛生検査所業高齢者雇用推進委員会）
https://www.jeed.go.jp/elderly/enterprise/guideline/active65_eisei.html





〆務線機物ググ
齢者雇用を進めていくよ

で、高齢者の処遇などに

ついて、企業として様々

な施策を整備していく必要がありま

す。高齢者雇用についての自社の考

え方（スタンス、方針）を整理して

おくととで、各施策伝一貫性を持た

せ、施策の効果を高めます。Eコ

1は、「定年前に知ってお

きたかった情報』につい

て、 60歳以上の方にア

ンケ一卜調査を行った結果です。ま

た、図2は、 60歳未満の方（20 

歳代～59歳までの正社員を対象。

以下、同様）に、「定年前に会社から

提供して欲しい情報』について、ア

ンケー卜調査でたずねた結果です。

とれらを見ると、60歳以上、60

歳未満で共に「年金・退職金制度」「自

社の継続雇用制度」などの情報と同

様に、「会社が高齢者に期待する役割

（図1）」や、「高齢者雇用についての

ジ〈

f定年前に知っておきたかった情報（印歳以上アンケー卜）
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年金・退臓金制度などの制度：
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会祉がE・者位掴得する役副

継続雇用制度に関する自社の制度

健康保険、雇用保険などの制度解説

!17.2% 

14.1% 

12.1:% 

12.1!% 

s.1%: 

s.1%: 

健康づくりやストレス解消の方法

金風商品・機関の利用方法やマネープランの考え方についての説明

高
齢
者
雇
用
を
進
め
る
上
で
企
業
が
考
え
て
お
き
た
い
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

ライフプランなどの考え方や組み立て方についての説明

周囲の社員とよい入園関係を策きながら働くための留意点

継続雇用申鹿を利用して働いている人の経験談や事例

定年後の仕事に必要な能力やスキルとその開発方法についての説明

1.0% 

無回答

その他（具体的に）
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＠ 少子商船化時代の人材聡略1

衛生検査所業高齢者雇用推進ガイドブック

10096 80% 

Y7.2% 

図2定年前に会社から提供して欲しい情報（60歳未満アンケー卜）

60% 

~4.1% 

ド3.7%

4096 2び＊＇0% 

高齢者層周についての自稲舟崎え方民ついて

継続雇用制度に閲する自社の制度

年金・退職金制度などの制度や、自分の受給額

4.3%: 定年後も自社で働いている高齢者の体験談

36.4% 
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9.~% 

3訓 1

:n.a'*' 

6.8事

4”も1

4.3%: 

健康保険、雇用保険などの借揺醇説

ライフプラン、キャリアプランなどの考え方についての説明

定年後継続して働〈先輩社員の体験談の紹介

定年後の仕事に必要な能力やスキルとその開錆方法についての説明

金融商品・機関の利用方法やマネープランの考え方についての観明

健康づくりやストレス解消の方塗

0.7% その他

特に必要ない

1.4% 無回答

なお、次の「企農事例’」は、「少子高齢化時代」の到来に備え、高齢者雇用に闘する自祉の考え方を

盟理し、全社員にそれを明示した企農の事例です。

＼：：~~~：！：~：i：~：！~t反主~！：~：~：~：~：！~~~き言語至？：詞；唖房長；：－
宅星川年L!Z,'(E社の人事部長F氏は、厚生労働省が発表しているデータを見て、今後、少子
高齢化社会；を迎えるにあたって、企業としていかに人材を確保していくかが課題になると考えまし

た。 F氏は、それらのデータを見て、今後、自社の人材戦略として、「高齢者」の位置づけがますます

重要になるという思いを強くしたと言います。そとで、 F氏は、単純に若ければよいという考え方で

会社の世代交代を進めるのではなく、諸先輩の力を会社として尊重し、活用していとうという考え方

に基づき、多様な雇用制度の必要性を明文化し、社員全員lζ回覧しました。

「若い人も、当社に入社したときに、自分の将来のあるべき姿が知りたいはず。諸先輩の力を大切

にするという会社からのメッセージは、若い人が自分の将来像を描く上でも重要であると思う。」と

F氏は考えています。

全従業員に明示

方針）は整理されている

方針）を高齢者だけでなく、

口高齢者雇用に対する自社の考え方

口高齢者雇用に対する自社の考え方

している

口職場単位で高齢者の役割を確認し、共有できるようにしている

（スタンス、

（スタンス、
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